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春・夏

季節によって、様々な「色」「香り」を見せてくれる
いちょうの木は清心幼稚園のシンボル



秋

園庭の暑い日差しを遮り、にわか雨程度の時には
大きな傘になってくれる子どもたちの守り神



冬



さくらんぼ



初夏には

さくらんぼの実りを

見守りながら

子どもたち全員で

いただきます



プラム



公園が近いため幼稚園でも10種類程度の野鳥を見ることができます。
園庭の遊具はすべてオリジナルで2000年当時のお父さま方と
プロのログビルダーの方に製作していただきました。





合鴨

５羽の合鴨は子どもたちの人気者です メスが毎日一つずつ卵を産んでくれるので、
ゆでたまごにしてお弁当のおかずとして食べています。



現在の野外保育

公園内では、子どもたち一人ひとりが様々な発見をしながら散策を楽しんでいます。
その中で、子どもたちは多くの自然素材に出会い体験し、感覚を駆使して臨機応変に
それらを取り込んで活動を展開します。





幼稚園内のテラスには、
子どもたちが素材として

自由に使える
木の実ボックス
があります。



子どもたちは色々なものを作ります



父子で木工製作

毎月第３、第５土曜日には「お父さんと木工」の日があります。
感覚を使って素材や道具との対話を重ね、頭よりも身体で覚えます。



お父さん自身、木工をあまり経験したことがないという人が多く、
また父親同士の交流も得られるということで父親としてのよい研修
の機会になっています。



幼稚園での椅子づくりの様子

平成２７年度 木とふれあい推進事業



毎月の木工活動をきっかけとして、父親の活動をもっと膨らませ、
東京都の木育推進事業にエントリーし、おかげさまで２年連続で選定
を受けることができました。







平成２８年度 
保育園幼稚園等による木育推進事業



秩父の森で
ツリーハウスづくり

平成２８年の冬、あきる野市日野原村の森で親子で木こりツワーを行いました。
翌年から秩父の森でヒノキの間伐材伐採体験木こりツアー、間伐材でツリーハウス作りを行い、春には山
菜とりツワー、夏には、高麗川で川遊びと盛りだくさんの自然体験にとつながりました。





さまざまな活動

２０３０年以降、今の園児たちが大人になるころには、AIにほとんどの仕事が奪われるといわれています。
現在の教師主導型の教育は、まったく役に立たないものになります。





将来、子どもたちが豊かで幸せな人生を迎えるために、より人間らしい感性を育てることが大切であり、
その責任がわたしたちにはあります。
自分で考え、臨機応変に行動できるような大人になれるよう、
主体的な活動をしっかり積み重ねていくことが大切です。
そのための一番望ましい環境が自然であり、すなわち木育であると考えます。




